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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置とネットワーク装置の間で、複数のフィールドを有するメッセージヘッダ及
びメッセージペイロードを備えるメッセージを送信する方法であって、
　スケジューリング情報を提供する報告が前記メッセージペイロード内に含まれることを
示すインジケータフィールドを前記メッセージヘッダ内に設定するステップ、
　２次インジケータフィールドの少なくとも一部の値について、代替スケジューリング情
報を有する代替報告が前記メッセージペイロード内に含まれることを示す前記２次インジ
ケータフィールドを前記メッセージヘッダ内に設定するステップ、及び
　前記メッセージヘッダ及びメッセージペイロードを送信するステップ
を備え、
　前記代替スケジューリング情報が、経路損失、チャネル品質指標、及び前記ネットワー
ク要素と前記ユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも１つを備える方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記２次インジケータフィールドの少なくとも一部の
値について、前記代替報告が前記代替スケジューリング情報だけを備える、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記２次インジケータフィールドの少なくとも一部の
値について、前記代替報告が前記スケジューリング情報と前記代替スケジューリング情報
の両方を備える、方法。
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【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記２次インジケータフィールドの少なくとも一部の
値について、前記メッセージペイロード内に代替報告が含まれない、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記報告が前記ユーザ装置のバッファ状態の表示を提
供する、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記代替報告が、前記ユーザ装置に関連する代替スケ
ジューリング情報の表示を提供する、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記代替スケジューリング情報がさらに電力ヘッドル
ームを備える、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記メッセージが、メディアアクセス制御プロトコル
データユニットを備え、前記メディアアクセス制御プロトコルデータユニット内で、前記
ヘッダが前記インジケータフィールドとして論理チャネル識別子、及び前記２次インジケ
ータフィールドとして前記メディアアクセス制御ヘッダ内の他のビットを有するメディア
アクセス制御ヘッダを備え、前記ペイロードが、前記報告及び前記代替報告のうちの少な
くとも１つを含むメディアアクセス制御要素を備える、方法。
【請求項９】
　複数のフィールドを有するメッセージヘッダ及びメッセージペイロードを備えるメッセ
ージをネットワーク装置に送信するためのユーザ装置であって、
　スケジューリング情報を提供する報告が前記メッセージペイロードに含まれることを示
すインジケータフィールドを前記メッセージヘッダ内に設定し、２次インジケータフィー
ルドの少なくとも一部の値について、代替スケジューリング情報を有する代替報告が前記
メッセージペイロード内に含まれることを示す前記２次インジケータフィールドを前記メ
ッセージヘッダ内に設定するように動作可能な設定手段、及び
　前記メッセージヘッダ及びメッセージペイロードを送信するように動作可能な送信手段
を備え、
　前記代替スケジューリング情報が、経路損失、チャネル品質指標、及び前記ネットワー
ク要素と前記ユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも１つを備えたユーザ装置
。
【請求項１０】
　複数のフィールドを有するメッセージヘッダ及びメッセージペイロードを備えるメッセ
ージを受信するためのネットワーク装置であって、
　スケジューリング情報を提供する報告が前記メッセージペイロードに含まれることを示
すインジケータフィールドが前記メッセージヘッダ内に設定されているかどうか判定する
とともに、２次インジケータフィールドの少なくとも一部の値について、代替スケジュー
リング情報を有する代替報告が前記メッセージペイロード内に含まれることを示す前記２
次インジケータフィールドが前記メッセージヘッダ内に設定されているかどうか判定する
ように動作可能な復号手段、及び
　前記メッセージペイロードを抽出するように動作可能な抽出手段
を備え、
　前記代替スケジューリング情報が、経路損失、チャネル品質指標、及び前記ネットワー
ク要素と前記ユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも１つを備えたネットワー
ク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はユーザ装置とネットワーク装置の間でメッセージを送信する方法、ユーザ装置
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及びネットワーク装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代（３Ｇ：ｔｈｉｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）進化型地上無線アクセスネット
ワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａ
ｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）通信システム（３ＧＰＰ仕様書に記載
）では、複数のＥ－ＵＴＲＡＮ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）が複数のユーザ装置（ＵＥ：ｕ
ｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と通信するように構成される。この通信をサポートするた
めに、ｅＮＢとＵＥの間で複数のチャネルが提供される。ダウンリンク共有チャネル（Ｄ
Ｌ－ＳＣＨ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）及びアップリンク共有
チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ：ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）上で、情報は
、ｅＮＢとＵＥの間の制御及びトラフィック情報の送信を可能にするために多重化される
。ＤＬ－ＳＣＨ及びＵＬ－ＳＣＨは、それらのチャネルに関連するＵＥ上の複数の異なる
アプリケーションが制御及びトラフィック情報をそのチャネルを介してそれぞれ送受信す
ることを可能にするために複数の論理チャネルを保有する。従って、ＵＬ－ＳＣＨを介し
て送信される情報はメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＡＣ　ＰＤＵ：
ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ
）へと形成され、このメディアアクセス制御プロトコルデータユニットは、図１に示され
たように、ＭＡＣヘッダ及びＭＡＣペイロードからなる。ＭＡＣヘッダはＭＡＣペイロー
ドの中身についての情報を提供する。ＭＡＣペイロードは、複数のＭＡＣサービスデータ
ユニット（ＭＡＣ　ＳＤＵ：ＭＡＣ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）、複数のＭ
ＡＣ制御要素（ＭＡＣ　ＣＥ：ＭＡＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を、オプショ
ンのパディングと共に備える。ＭＡＣヘッダは、それぞれのサブヘッダがＭＡＣ　ＳＤＵ
、ＭＡＣ　ＣＥ又はパディングに対応している１つ以上のＭＡＣ　ＰＤＵサブヘッダを備
える。ＭＡＣ　ＳＤＵ及びＭＡＣ　ＣＥ又はパディングに関連するＭＡＣ　ＰＤＵサブヘ
ッダは、拡張フィールド（Ｅ）、予約ビット（Ｒ）並びに任意選択でフォーマットフィー
ルド（Ｆ）及び長さフィールド（Ｌ）など、他のヘッダ情報と共に、論理チャネル識別子
（ＬＣＩＤ：ｌｏｇｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）からなる。ＭＡ
Ｃ　ＰＤＵサブヘッダ、ＭＡＣ　ＳＤＵ、ＭＡＣ　ＣＥ及びパディングはＭＡＣ　ＰＤＵ
を作成するために連結される。ＭＡＣ　ＣＥは、いずれかのＭＡＣ　ＳＤＵの前に置かれ
、パディングはＭＡＣ　ＰＤＵの終わりに生じる。ＭＡＣヘッダとＭＡＣ　ＳＤＵの両方
は可変サイズを有することがある。次いで、ユーザ装置ごとのトランスポートブロックに
つき最大１つのＭＡＣ　ＰＤＵが送信される。
【０００３】
　必要に応じて、バッファ状態報告などの情報がＵＬ－ＳＣＨを介してＵＥから送信され
る。従って、ＭＡＣ　ＰＤＵ内でこうした短いバッファ状態報告（ＳＢＳＲ：ｓｈｏｒｔ
　ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）を識別するために、ＬＣＩＤの一意の値
（「１１１０１」）が具体的に割り当てられている。同様に、長いバッファ状態報告（Ｌ
ＢＳＲ：ｌｏｎｇ　ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）を提供するために、Ｍ
ＡＣ　ＰＤＵ内でこうした報告を識別するためのＬＣＩＤのさらなる一意の値（「１１１
１０」）が割り当てられている。ＳＢＳＲはＵＥ内のバッファグループのサイズについて
の情報を提供し、ＭＡＣ　ＣＥとして提供され、このＭＡＣ　ＣＥは、バッファサイズ情
報を、バッファサイズ情報が関係するバッファグループを識別する識別子（ＬＣＧ　ＩＤ
）と共に含む。ＬＢＳＲはＵＥ内のあらゆるバッファグループのサイズについての情報を
提供し、各バッファグループのバッファサイズ情報を含むＭＡＣ　ＣＥとして提供される
。この情報はｅＮＢによって、ＵＥへの送信をスケジューリングするときに使用される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＵＥへの改良型スケジューリングを提供することが望ましい。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の最初の態様によれば、ユーザ装置とネットワーク装置の間で、複数のフィール
ドを有するメッセージヘッダ及びメッセージペイロードを備えるメッセージを送信する方
法が提供され、この方法は、スケジューリング情報を提供する報告がメッセージペイロー
ド内に含まれることを示すインジケータフィールドをメッセージヘッダ内に設定するステ
ップ、２次インジケータフィールドの少なくとも一部の値について、代替のスケジューリ
ング情報を有する代替報告がメッセージペイロード内に含まれることを示す２次インジケ
ータフィールドをメッセージヘッダ内に設定するステップ、及びメッセージヘッダ及びメ
ッセージペイロードを送信するステップを備える。
【０００６】
　第１の態様は、スケジューリングをさらに向上させるには、ｅＮＢにさらなる代替報告
を提供する必要があることを認識する。しかし、これらの代替報告を追加するには、たと
えばＬＣＩＤのさらなる一意の値を、それらの代替報告のそれぞれに割り当てる必要があ
る。それらのさらなる代替報告にさらなる一意のＬＣＩＤ値を割り当てることに関する問
題は、こうした割当ての数によって、一意に割り当てられるＬＣＩＤの数が増加し、その
結果、ｅＮＢとＵＥの間の割当て可能な論理チャネル及びＭＡＣ　ＣＥタイプの数が減少
することである。しかし、第１の態様は、たとえばＭＡＣサブヘッダが、単にサブヘッダ
のバイトアライメントの保証のために含まれる、現在予約されている２つのビットを含む
ことをも認識する。従って、さらなる代替報告のそれぞれについてさらなる一意のＬＣＩ
Ｄを割り当てるのではなく、１つ以上の予約ビットなどの２次インジケータフィールドを
使用して、それらのビットの値の少なくとも一部について、関連するメッセージペイロー
ド内に代替レポートが含まれること示す。これによって、割当て可能な論理チャネル又は
ＭＡＣ　ＣＥタイプの数をさらに減少させずにＵＥからさらなる報告を送信することが可
能になることが理解されよう。
【０００７】
　一実施形態では、２次インジケータフィールドの少なくとも１つの値について、代替報
告は代替スケジューリング情報だけを備える。従って、たとえばバッファ状態報告が存在
しており、予約ビットが特定の所定値に設定されることをＬＣＩＤが示す場合、これは、
メッセージペイロード内にバッファ状態報告が存在するのではなく、代替スケジューリン
グ情報だけを含む代替報告だけが存在することを示すことができる。これによって、バッ
ファ状態報告の代わりに代替報告を送信することが可能になる。
【０００８】
　一実施形態では、２次インジケータフィールドの少なくとも１つの値について、代替報
告はスケジューリング情報と代替スケジューリング情報の両方を備える。従って、たとえ
ばバッファ状態報告が存在しており、予約ビットが別の所定値を有することをＬＣＩＤ値
が示す場合は、これは、メッセージペイロード内にバッファ状態報告と、修正された状態
報告の両方が含まれることを示す。これによって、２つの別個のメッセージを送信しなけ
ればならないのではなく、修正された状態報告及びバッファ状態報告の両方を単一のメッ
セージに含めることが可能になる。これによってメッセージオーバーヘッドが減少するこ
とが理解されよう。
【０００９】
　一実施形態では、２次インジケータフィールドの少なくとも１つの値について、代替報
告がメッセージペイロード内に含まれていない。従って、バッファ状態報告が存在してお
り、予約ビットがさらに別の所定値に設定されることをＬＣＩＤが示す場合、これは、関
連するバッファ状態報告だけがペイロード内に存在することを示している。
【００１０】
　一実施形態では、報告はユーザ装置のバッファ状態の表示を提供する。一般に、バッフ
ァ状態報告は、そのバッファグループのバッファサイズの表示と共に、その中身がバッフ
ァグループ識別子を含む短いバッファ状態報告、あるいはあらゆるバッファグループのバ
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ッファサイズを示す長いバッファ状態報告である。
【００１１】
　一実施形態では、代替報告はユーザ装置に関連する代替スケジューリング情報の表示を
提供する。従って、スケジューリングのためにｅＮＢにとって有用であるユーザ装置に関
連する他の任意の情報を代替報告内で提供することができる。
【００１２】
　一実施形態では、代替スケジューリング情報は、電力ヘッドルーム、経路損失、チャネ
ル品質指標、及びネットワーク要素とユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも
１つを備える。
【００１３】
　一実施形態では、メッセージはメディアアクセス制御プロトコルデータユニットを備え
、このメディアアクセス制御プロトコルデータユニット内で、ヘッダは、インジケータフ
ィールドとして論理チャネル識別子、及び２次インジケータフィールドとしてメディアア
クセス制御ヘッダ内の他のビットを有するメディアアクセス制御ヘッダを備え、またペイ
ロードは、報告及び代替報告のうちの少なくとも１つを含むメディアアクセス制御要素を
備える。
【００１４】
　一実施形態では、ネットワーク装置は進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワー
クＮｏｄｅ　Ｂであり、メッセージはアップリンク共有チャネルを介して送信される。
【００１５】
　本発明の第２の態様によれば、複数のフィールドを有するメッセージヘッダ、及びメッ
セージペイロードを備えるメッセージをネットワーク装置に送信するためのユーザ装置が
提供され、ユーザ装置は、スケジューリング情報を提供する報告がメッセージペイロード
内に含まれることを示すインジケータフィールドをメッセージヘッダ内に設定し、２次イ
ンジケータフィールドの少なくとも一部の値について、代替スケジューリング情報を有す
る代替報告がメッセージペイロード内に含まれることを示す２次インジケータフィールド
をメッセージヘッダ内に設定するように動作可能な設定手段、及びメッセージヘッダ及び
メッセージペイロードを送信するように動作可能な送信手段を備える。
【００１６】
　一実施形態では、設定手段は、２次インジケータフィールドを、代替報告が代替スケジ
ューリング情報だけを含むことを示す少なくとも１つの値に設定するように動作可能であ
る。
【００１７】
　一実施形態では、設定手段は、２次インジケータフィールドを、代替報告がスケジュー
リング情報と代替スケジューリング情報の両方を備えることを示す少なくとも１つの値に
設定するように動作可能である。
【００１８】
　一実施形態では、設定手段は、２次インジケータフィールドを、代替報告がメッセージ
ペイロード内に含まれないことを示す少なくとも１つの値に設定するように動作可能であ
る。
【００１９】
　一実施形態では、報告はユーザ装置のバッファ状態の表示を提供する。
【００２０】
　一実施形態では、代替報告はユーザ装置に関連する代替スケジューリング情報の表示を
提供する。
【００２１】
　一実施形態では、代替スケジューリング情報は、電力ヘッドルーム、経路損失、チャネ
ル品質指標、及びネットワーク要素とユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも
１つを備える。
【００２２】
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　一実施形態では、メッセージはメディアアクセス制御プロトコルデータユニットを備え
、このメディアアクセス制御プロトコルデータユニット内で、ヘッダは、インジケータフ
ィールドとして論理チャネル識別子、及び２次インジケータフィールドとしてメディアア
クセス制御ヘッダ内の他のビットを有するメディアアクセス制御ヘッダを備え、またペイ
ロードは、報告及び代替報告のうちの少なくとも１つを含むメディアアクセス制御要素を
備える。
【００２３】
　本発明の第３の態様によれば、複数のフィールドを有するメッセージヘッダ、及びメッ
セージペイロードを備えるメッセージを受信するためのネットワーク装置が提供され、ネ
ットワーク装置は、メッセージヘッダ内のインジケータフィールド及びメッセージヘッダ
内の２次インジケータフィールドが、メッセージペイロード内に報告及び代替報告のうち
の少なくとも１つが含まれることを示しているかどうか判定するように動作可能な復号手
段、及びメッセージペイロードを抽出するように動作可能な抽出手段を備える。
【００２４】
　一実施形態では、復号手段は、メッセージヘッダ内の２次インジケータフィールドが、
代替報告が代替スケジューリング情報だけを備えることを示しているかどうか判定するよ
うに動作可能である。
【００２５】
　一実施形態では、復号手段は、メッセージヘッダ内の２次インジケータフィールドが、
代替報告がスケジューリング情報と代替スケジューリング情報の両方を備えることを示し
ているかどうか判定するように動作可能である。
【００２６】
　一実施形態では、復号手段は、メッセージヘッダ内の２次インジケータフィールドが、
メッセージペイロード内に代替報告が含まれないことを示しているかどうか判定するよう
に動作可能である。
【００２７】
　一実施形態では、報告はユーザ装置のバッファ状態の表示を提供する。
【００２８】
　一実施形態では、代替報告はユーザ装置に関連する代替スケジューリング情報の表示を
提供する。
【００２９】
　一実施形態では、代替スケジューリング情報は、電力ヘッドルーム、経路損失、チャネ
ル品質指標、及びネットワーク要素とユーザ装置の間の差分経路損失のうちの少なくとも
１つを備える。
【００３０】
　一実施形態では、メッセージはメディアアクセス制御プロトコルデータユニットを備え
、このメディアアクセス制御プロトコルデータユニット内で、ヘッダは、インジケータフ
ィールドとして論理チャネル識別子、及び２次インジケータフィールドとしてメディアア
クセス制御ヘッダ内の他のビットを有するメディアアクセス制御ヘッダを備え、またペイ
ロードは、報告及び代替報告のうちの少なくとも１つを含むメディアアクセス制御要素を
備える。
【００３１】
　本発明のさらなる特定の好ましい態様について、添付の独立及び従属クレームにおいて
述べられる。従属クレームの特徴は、独立クレームの特徴と適宜、また特許請求の範囲に
明示的に述べられたもの以外の組合せとして組み合わせることができる。
【００３２】
　本発明の実施形態について、添付の図面を参照してさらに述べられる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】ＭＡＣ　ＰＤＵを示す図である。
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【図２】一実施形態による修正型ＭＡＣ　ＰＤＵを示す図である。
【図３】一実施形態による修正型ＭＡＣ　ＰＤＵを示す図である。
【図４】一実施形態による、状態イベント中のＥ－ＵＴＲＡＮ　ＮｏｄｅＢとユーザ装置
の間の対話を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図２は、図４に示されたようにＵＥ１０とＥ－ＵＴＲＡＮ通信システムのｅＮＢ２０と
の間でＵＬ－ＳＣＨを介して送信するＭＡＣ　ＰＤＵに含める、一実施形態によるＭＡＣ
サブヘッダ及びＭＡＣ　ＣＥを示している。
【００３５】
　ＵＥ１０がｅＮＢ２０に短いバッファ状態報告を送信することを望む場合、図２（Ａ）
に示されるように、ＵＥ１０は、ＭＡＣサブヘッダ内のＬＣＩＤを、短いバッファ状態報
告がＭＡＣ　ＰＤＵのペイロード内の関連するＭＡＣ制御要素内に含まれることを示す「
１１１０１」に設定する。またＵＥ１０は、２つの予約ビットを、制御要素が短いバッフ
ァ状態報告だけを含むことをｅＮＢ２０に示す「００」に設定する。従って、ＭＡＣ　Ｃ
Ｅ内には、その状態が報告されている特定のバッファグループを識別するバッファ論理グ
ループ識別子がバッファサイズの表示と共に含まれる。
【００３６】
　ｅＮＢ２０で、ＵＥ１０からＭＡＣ　ＰＤＵを受信すると、ｅＮＢ２０は、ＭＡＣサブ
ヘッダ及び関連するＭＡＣ　ＣＥを抽出する。ｅＮＢ２０は、ＬＣＩＤから、また予約ビ
ットの値から、ＭＡＣ　ＣＥが短いバッファ状態報告だけを含むことに気づく。次いで、
この情報はｅＮＢ２０によってさらに利用するために抽出される。
【００３７】
　ＵＥ１０が短いバッファ状態報告と他のスケジューリング情報の両方を送信することを
望む場合、図２（Ｂ）に示されるように、ＵＥ１０は、ＬＣＩＤフィールドを「１１１０
１」に、また２つの予約ビットを「１１」に設定する。ＭＡＣ　ＣＥ内に、ＵＥ１０は、
短いバッファ状態報告とさらなるスケジューリング情報の両方を含める。
【００３８】
　ｅＮＢ２０で、ＭＡＣサブヘッダ及び関連するＭＡＣ　ＣＥが抽出される。ｅＮＢ２０
は、ＬＣＩＤ、及び予約ビットの値から、短いバッファ状態報告と他のスケジューリング
情報の両方がＭＡＣ　ＣＥ内に含まれると決定する。次いで、この情報はｅＮＢ２０によ
ってさらに利用するために抽出される。
【００３９】
　ＵＥ１０が他のスケジューリング情報だけを送信することを望む場合、図２（Ｃ）に示
されるように、ＵＥ１０は、ＬＣＩＤフィールドを「１１１０１」に、また２つの予約ビ
ットを「０１」に設定する。ＵＥ１０は、ＭＡＣ　ＣＥ内に、さらなるスケジューリング
情報だけを含める。
【００４０】
　ｅＮＢ２０で、ＭＡＣサブヘッダ及び関連するＭＡＣ　ＣＥが抽出される。ｅＮＢ２０
は、ＬＣＩＤ、及び予約ビットの値から、他のスケジューリング情報だけがＭＡＣ　ＣＥ
内に含まれると決定する。次いで、この情報は、ｅＮＢ２０によってさらに利用するため
に抽出される。
【００４１】
　ＵＥ１０が長いバッファ状態報告をｅＮＢ２０に送信することを望む場合、図３（Ａ）
に示されるように、ＵＥ１０は、ＭＡＣサブヘッダ内のＬＣＩＤを、長いバッファ状態報
告がＭＡＣ　ＰＤＵのペイロード内の関連するＭＡＣ制御要素内に含まれることを示す「
１１１１０」に設定する。また、ＵＥ１０は、２つの予約ビットを、制御要素が長いバッ
ファ状態報告だけを含むことをｅＮＢ２０に示す「００」に設定する。従って、ＭＡＣ　
ＣＥには、バッファサイズの表示が含まれる。
【００４２】
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　ｅＮＢ２０で、ＵＥ１０からＭＡＣ　ＰＤＵを受信すると、ｅＮＢ２０は、ＭＡＣサブ
ヘッダ及び関連するＭＡＣ　ＣＥを抽出する。ｅＮＢ２０は、ＬＣＩＤから、また予約ビ
ットの値から、ＭＡＣ　ＣＥが長いバッファ状態報告だけを含むことに気づく。次いで、
この情報は、ｅＮＢ２０によってさらに利用するために抽出される。
【００４３】
　ＵＥ１０が長いバッファ状態報告と他のスケジューリング情報の両方を送信することを
望む場合、図３（Ｂ）に示されるように、ＵＥ１０は、ＬＣＩＤフィールドを「１１１１
０」に、また２つの予約ビットを「１１」に設定する。ＭＡＣ　ＣＥ内に、ＵＥ１０は、
長いバッファ状態報告とさらなるスケジューリング情報の両方を含める。
【００４４】
　ｅＮＢ２０で、ＭＡＣサブヘッダ及び関連するＭＡＣ　ＣＥが抽出される。ｅＮＢ２０
は、ＬＣＩＤ、及び予約ビットの値から、ＭＡＣ　ＣＥ内に長いバッファ状態報告と他の
スケジューリング情報の両方が含まれると決定する。次いで、この情報は、ｅＮＢ２０に
よるさらなる利用のために抽出される。
【００４５】
　バッファ状態報告のために定義されたＭＡＣ　ＣＥのヘッダ内の予約ビットを使用する
ことによって、バッファ状態報告だけ、他のスケジューリング情報だけ、又はバッファ状
態報告と他のスケジューリング情報の両方を送信することが可能となる。もちろん、両方
の予約ビットより少ない又は多い予約ビットを使用してよいが、これによって、一緒に送
信できる状態報告の組合せの数が変化する。
【００４６】
　上記の諸実施形態は、電力ヘッドルーム、経路損失、チャネル品質指標、及び差分経路
損失のうちの１つ以上を備える例示的なスケジューリング情報を送信することについて述
べているが、スケジューリングのためにｅＮＢ２０に有用な他の情報が含まれてよいこと
が理解されよう。
【００４７】
　特定のビット組合せ及び関連するＭＡＣ　ＣＥペイロードが示されているが、予約ビッ
トフィールド内の代替のビット組合せを使用して、述べられたもの以外の組合せでＭＡＣ
　ＣＥペイロードを扱ってよいことが理解されよう。
【００４８】
　本発明の実施形態は、ＭＡＣ　ＳＤＵフォーマットを、さらなるスケジューリング情報
の送信を可能にするように最適化することが理解され、このさらなるスケジューリング情
報によって、一部のＭＡＣメッセージのオーバーヘッドが減少し、新しいスケジューリン
グ情報を含むためのＬＣＩＤ値の定義が回避される。これによって、さらなるＬＣＩＤ値
が割り当てられるならば２つの別個のＭＡＣ　ＣＥの送信を要することになる、バッファ
状態報告と他のスケジューリング情報の両方を同時に送信する必要がある場合、追加のオ
ーバーヘッドが回避される。
【００４９】
　上述された本発明の諸実施形態が、少なくとも一部、ソフトウェア制御されたデータ処
理装置を使用して実施される限り、こうしたソフトウェア制御を提供するコンピュータプ
ログラム、及びこうしたコンピュータプログラムを格納するための記憶媒体もまた、本発
明の態様として考えられることが理解されよう。
【００５０】
　本発明の例示的な実施形態について添付の図面を参照して詳細に開示されているが、本
発明は厳密な実施形態に限定されず、添付の特許請求の範囲及びその等価物に定義された
本発明の範囲から逸脱せずに当業者によって本発明に様々な変更及び修正を加えてよいこ
とが理解されよう。
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